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シンガポールの文学事情
和田　桂子
要旨
　本稿は、清泉女子大学の特別研究期間制度を利用し、2017 年 4 月から 2018 年
3 月までシンガポールに滞在した際の研究をまとめたものである。英語、中国語、
マレー語、タミル語という四つの公用語を持つシンガポールにおいて、文学作
品がどのように書かれ、評価されているかをまとめた。
　シンガポールでは英語文学、中国語文学、マレー語文学、タミル語文学の
ほか、English, Malay, Chinese, Indian をつなぎ合わせた造語から成る Engmalchin 
movement という文学運動もおこった。作品の中に四つの言語を融合させる新し
い試みである。作家がこうした努力を続けているほか、公的機関や他のスポン
サーによるさまざまな文学賞の授与なども行われている。
　1986 年にはシンガポール・ライターズ・フェスティバルがはじめて催された。
シンガポールに海外の作家たちを招き、互いの交流を通じて文学の振興をめざそ
うとするイベントである。日本からは 2011 年に田口ランディ、2015 年に中村文
則、2016 年に綿矢りさ、和合亮一、柴田元幸が参加している。第 20 回目となる
2017 年のフェスティバルは 11 月 3 日から 12 日まで 10 日間にわたって開催され、
世界各国から 335 名の詩人・作家・パフォーマーが朗読、講演、ディベートを行っ
た。
　シンガポール文学は、まだ発展途上ながら、若い力と熱気に満ちている。今
後は、大手出版社の販売網に頼らず、ネット上で作品を発表し、読者ともネッ
ト上でつながるという電子雑誌の形態や、小出版社による独自の実験的な試み
を通じて、世界に広がっていくものと思われる。
The Literary Situation in Singapore
WADA  Keiko
Abstract
　　This article is the report of my stay in Singapore from April 2017 to March 
2018 on a sabbatical leave given by Seisen University.  I have investigated how the 
literary works are produced and evaluated in Singapore where there are four official 
languages, namely, English, Chinese, Malay and Tamil.
　　Aside from English, Chinese, Malay, and Tamil literature, Singapore has had 
Engmalchin （a newly created word to mean a mixture of English, Malay, Chinese, 
Indian） literature in which the four languages are intermingled.  As writers are trying 
hard to cultivate a unique literary environment, official institutions and other sponsors 
have given various literary prizes to them.
　　The Singapore Writers’ Festival was held for the first time in 1986.  It was a 
new event to welcome writers from other nations to Singapore and promote the 
development of literature.  From Japan came Taguchi Randy in 2011, Nakamura 
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Fuminori in 2015, Wataya Risa, Wago Ryoichi, and Shibata Motoyuki in 2016.  In 
2017, the 20th Festival took place for 10 days from November 3 to 12, and 335 poets, 
writers, and performers from all over the world came to Singapore to give lectures 
and performances.
　　Singapore Literature is still a developing literature but is full of young 
enthusiasm.  It is expected to be spread to the world by its experimental ventures 
using electric magazines and small presses.
1. はじめに
　英文学、日本文学といった呼称に比べてシンガポール文学という呼称は聞き慣れない。
1826 年に英国の海峡植民地となり、1965 年に独立国家となったという歴史の浅い島国で、
はたしてまともな文学が育っているのかという疑問を抱く人もいるだろう。本論の目的
は、さまざまな問題をはらみつつも勢いのあるシンガポール文学の実態を考察することで
ある。
　まずシンガポールの文学界において特異な点は、四つの公用語が使用されているという
ことである。英語、中国語（マンダリン）、マレー語、タミル語の四か国語で文学作品は
書かれ、それぞれに独自の発展を遂げている。日常使用言語の割合は、英語、中国語（マ
ンダリン）、マレー語、タミル語の順である。全世代の使用言語の配分は、シンガポール
統計局（Singapore Department of Statistics, 2016）によると英語が約 37％、中国語（マンダリン）
が約 35％、マレー語が約 10％、福建語が約 6％、タミル語が約 3％、その他、となってい
るが、年代によって異なり、20 才未満の場合、英語が約 54％を占める。
　また、文学作品執筆の際の使用言語配分も異なる。明確な数字で表せないのは、学校で
二言語教育が行われており、英語系の学校でも他の三つの言語のうちどれかを学ぶことが
義務づけられているため、個々のケースによって使用する言語が違ってくるからである。
人口比だけでいうと中国人が約八割を占めるが、彼らは第二言語として英語を選ぶ場合が
多い。マレー系、インド系の人々もまた、英語を第二言語として選ぶケースが多いため、
おのずから英語人口が多くなる。しかし、母語は福建語だが教育は英語で受け、作品はマ
ンダリンで書く、などといった作家も多いのである。各言語による文学史を、言語人口の
少ない順から概観する。
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2. 四つの公用語
2.1 タミル語文学
　シンガポールにおけるタミル語文学は、セイロン（現、スリランカ）からの移民であっ
た Yaazhpaanam Sathasiva Pandit がその端緒を切り開いたといわれる。彼は 1887 年に二冊
のタミル語詩集 Singay Nagar Anthati と Sitira Kavigal を刊行した。1893 年には Rengasamy 
Dasan が Kuthiray Panthaya Lavani を、Ponnusamy Pillay が Sallaba Lavani を出版した。
　シンガポールのタミル語文学にとって大きな出来事は 1929 年におこった。インド東
部ナードゥ州出身の社会運動家 E. V. Ramasamy（別名 Periyar）がシンガポールを訪れ
たことである。改革主義者であった彼の影響により、1932 年に Singapore Tamils Reform 
Association（TRA）が結成された。タミル語圏の社会的経済的状況の改善を訴える社会改
革派の協会である。この協会から Tamil Murasu 誌が発刊されたのが 1935 年である。高い
教育を受けたインド人たちが、その能力を発揮する場所を与えられた。この年から 1974
年までこの雑誌の編集者であった G. Sarangapani のもとで、Na Palanivelu, Mukilan, Mrs. 
Rajambal などの作家たちが活躍した。
　1942 年にシンガポールが日本の軍政下に入ると、こうした文学作品も影を潜めたが、
それでも三種のタミル語雑誌がこの時期に発刊されている。Suthanthira India （Freedom 
India）, Yuwa Bharatham （New India）, Suthanthira Uthayam （Rising Freedom）である。これ
らの雑誌はシンガポールにおけるインド愛国主義の形成に貢献した。
　1951 年に V. T. Arasu が Tamil Murasu 誌の副編集者になると、短編小説コンテストが設
けられるようになり、この時期に新しい作家が次々と生まれた。P. Krishnan, R. Vetrivelu, R. 
Nagaiyan, M. K. Duraisingam, P. Shanmugam, Jegatheesan などである。また A. Murugaiyan や
Selvaganapathy、Murugu Subramaniam や K. Kanagasundram の来訪により、シンガポールに
おけるタミル語文学は隆盛を迎えた。1950 年代初頭にはまた、S. S. Sarma, A. P. Raman, Se 
Ve Shanmugam らも短編小説、戯曲、小説を書いてタミル語文学の発展に貢献した。
　もうひとつインド文学の発展に寄与したものがある。映画雑誌である。1952 年創刊の
Indian Movie News, 1954 年創刊の Manoharan 、そして 1956 年に A. P. Raman によって創刊
された Kalai Malar が、タミル語文学にも影響を与えた。
　1953 年には学生作家たちを援助する the Tamil Murasu Bell Club が発足した。このクラブ
からは M. K. Narayanan, M. S. Velloo, M. S. Shanmugam らが現れた。1950 年代後半には、M. 
Thangaraju, Rama Kannabiran, M. K. Narayanan, I. Ulaganathan らが活躍する。この頃書かれた
Ka Perumal や Mukilan の詩には反植民地主義（anti-colonialism）が色濃く反映されている。
Mukilan は 1954 年に Thudikkum Ullam, 1960 年に Idhaya Osai という二冊の詩集を刊行した。
1960 年代には Tamil Murasu 誌がタミル独特の詩の形である Venbah のコンテストを行い、
これにより多くの詩人たちが新たに誕生した。I. Ulaganathan, Muthamilan, K. T. M. Iqbal, 
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Mullaivanan, Amalathasan, M. Thangaraju, A. Peria Ramu, A. Parvathy, Jameela らである。この
うち I. Ulaganathan は文学雑誌 Mathavi を創刊した。1964 年には T. Selvaganapathy がタミル
語日刊紙 Tamil Malar を創刊し、その日曜版に文学欄を設けて文学活動を後押しした。シ
ンガポール生まれの Ma Elangkannan や Naa Govindasamy らも執筆活動を始めていた。1970
年代初頭には、K. Elangovan, Uthuman Ghani, S. P. Pannerselvam らが活躍した。
2.2 マレー語文学
　Abdullah Munshi は、近代マレー語文学の父として知られている。Syed Sheikh Alhadi は
彼のスタイルを継承した作品を書き、さらに新聞 Al-Imam を発刊した。この新聞により、
マレー社会の近代化が起こったといってよい。マレー語短編小説は 1935 年前後に書き始
められた。Abdul Rahim Kajai と Ishak Haji Ahmad Muhammad がこの時期の短編作家として
よく知られている。彼らの作品はシンガポールで刊行された新聞 Warta Ahad や文学雑誌
Warta Jenaka に掲載された。
　日本軍占領期もシンガポールはマレー語文学の中心であり続けた。しかし日本政府がマ
レー語新聞 Berita Malai や雑誌 Semangat Asia, Fajar Asia を発行して大東亜共栄圏のプロパ
ガンダに努めており、作家の多くはこのプロパガンダに沿った作品を制作した。
　しかしやがてマレー語とマレー文化に誇りを持ち、独立精神を鼓舞する作家たちが現れ
た。Harun Aminurrashid, Mahmud Ahmad, Buyong Adil, Muhammad Ariff Ahmad, Masuri S. N. ら
である。中でも Harun Aminurrashid はマレー語圏の歴史小説を書いて民族のアイデンティ
ティを探究した。
　1950 年には Angkatan Sasterawan ’50（Asas ’50）という組織が立ち上がった。これはマレー
社会に文学が果たすべき役割を探究する文学協会であり、そのモットーは “Art for Society”
であった。Muhammad Ariff Ahmad が中心的メンバーの一人であり、彼らはマレー社会の
発展に大きな影響力を及ぼしたと見られている。
　1965 年、シンガポールはマレーシアから離脱し、独立を成し遂げる。マレー語文学の
担い手の多くがクアラルンプールに移る中、Asas ’50 はシンガポールに残った。シンガポー
ルにはやがて他の文学グループ、PASS, Grup Gelorasa, Jejak Kembara, Kupuja dan Kamus も
生まれた。
2.3 中国語文学
　1965 年以前、シンガポールとマレーシアの中国語文学はマレー中国文学（Malayan 
Chinese Literature）と総称されていたが、その最初期の作品は 1919 年に創刊された New 
Citizen Magazine に見られる。この時期の文学は「滞在者の文学」（Sojourners’ Literature）
とも呼ばれる。作家の多くが中国本土出身であり、シンガポールに短期滞在する者たちだっ
たからである。したがってこの時期の文学作品は、中国本土における文学運動に大きな影
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響を受けている。中国語新聞の記事もたいてい中国本土の新聞記事の焼き直しであった。
しかし 1925 年に South Wind と Star Light などの文学冊子が誕生すると、シンガポール独自
の作品も載るようになった。
　1927 年、The New Citizen Daily 紙の別冊子として生まれた Deserted Island は、東南アジ
アを背景とし、その土地ならではの問題を取り扱った「南洋カラー」（Nanyang colour）の
作品を多く載せた。マレー中国文学は質的にも量的にもこの時期に飛躍的に伸びた。
　1937 年に勃発した日清戦争は反日の機運を高めた。この時期の文学作品は多くが反日
と中国への忠誠を示すものとなったが、文学作品としての価値にはつながらなかった。
1942 年から 1945 年の日本軍占領期にも、同じ理由で中国語文学の発展は見られなかった。
　戦後初期のマレー中国文学の主なテーマは、反植民地主義色の濃いものとなった。やが
てマレー中国文学は、中国本土に帰属するのではなく、独自のアイデンティティを確立す
べきだという考え方が強まる。1950 年代には、シンガポールやマレーシアの言語背景や
習慣を作品の中に織り込み、様々な生き方をする登場人物たちを描いた Miao Xiu, Yao Zi, 
Zhao Rong, Xu Xu らの作家が生まれた。
　1965 年にシンガポールがマレーシアから独立すると、マレー中国文学は、マレーシア
中国文学とシンガポール中国文学に分かれる。シンガポール生れの中国人作家らは新しく
力強い作品を次々と生み、特に 1960 年から 70 年には中国語の出版物が大幅に増加した。
2.4 英語文学
　シンガポールの英語文学は 19 世紀の終わりに生まれた。英語で教育を受けた海峡中国
人（Straits Chinese）と呼ばれる華人の存在や、1887 年に創刊された Rafflesian などの大学
学内誌（school journal）の力が大きかったといえる。1897 年に Song Ong Siang と Lim Boon 
Keng によって創刊された Straits Chinese Magazine は、海峡中国人による文学作品の発表の
場として大きな役割を果たした。
　1930 年、シンガポール人による最初の英語長編詩が発表された。Francis Ng の F. M. S. 
R である。これを含め初期の英語作品は、多くが英国ビクトリア朝の文学スタイルをまね
ており、シンガポール独自の作品とは見られなかった。
　1949 年にはマラヤ大学が設立され、文学を志す学生たちが多く世に出た。Goh Sin Tub, 
Lim Thean Soo, Hedwig Aroozoo, Beda Lim, Wang Gungwu, James Puthucheary, James Loh, Edwin 
Thumboo らが、大学の文学グループの出身である。The Cauldron, The New Cauldron, The 
Malayan Undergrad, Write といった大学学内誌が 1940 年代から 1950 年代にかけて発行され
て人気を呼んだ。
　1958 年には英語詩の最初のアンソロジー Litmus One が出版され、翌年には短編小説の
最初のアンソロジー The Compact が出版された。この時期の作品には、日本軍の占領時期
や戦後すぐの社会状況について描かれたものが多い。
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この頃には、英国の影響はほとんど見られず、むしろ現地のカラーを示す作品が多くなっ
た。詩人 Arthur Yap の言葉を借りればそれは ”cultural merdeka”（文化的独立）といえるも
のであった。西洋の文学的伝統から離れ、詩の中にシンガポールやマレーシアの風景を描
写したり、その土地の言語を使用したりしたのである。
1951 年に発表された Wang Gungwu の詩集 Pulse には Engmalchin と呼ばれる言語的実験
がなされている。Engmalchin とは、 English, Malay, Chinese, Indian をつなぎ合わせた造語で、
これらの言語を文学作品の中に融合させて使う手法をさす。Engmalchin movement は、シ
ンガポールの若い作家や読者の支持を集めた。
さらに 1970 年代の大学サークルから次世代のグループが出現した。Arthur Yap, Robert 
Yeo, Lee Tzu Pheng らである。1972 年には、Goh Poh Seng による If We Dream Too Long とい
うシンガポール初の長編小説が出版された。同じ年、シンガポールの女性作家による作品
を集めたアンソロジー The Sun in Her Eyes も出版された。
1972 年に出版された Tan Kok Seng の自伝 Son of Singapore は 25,000 部の売上を記録し、
1978 年に刊行された Catherine Lim の Little Ironies: Stories of Singapore も 8,000 部を売り上
げるなど、シンガポール文学作品としてはじめて商業的な成功を収めたものとなった。
1980 年代には Rex Shelley, Suchen Christine Lim, Colin Cheong, Simon Tay, Claire Tham ら新
人が登場した。1987 年には Philip Jeyaretnam の First Loves がベストセラーになったほか、
Russell Lee の True Singapore Ghost Stories や Bonny Hick の Excuse Me, Are You a Model? が多
くの読者を惹きつけた。Catherine Lim, Gopal Baratham, Tan Hwee Hwee の小説は海外の読
者をも獲得した。また演劇もこの頃栄えた。Stella Kon, Haresh Sharma, Ovidia Yu, Eleanor 
Wong, Desmond Sim ら劇作家たちが名声を確立した。1990 年代には、Boey Kim Cheng, 
Alfian Saat, Alvin Pang, Paul Tan, Cyril Wong, Yong Shu Hoong, Felix Cheong らの、さらに新し
い世代の詩人たちが生まれた。
以上、四つの公用語で書かれたシンガポール文学小史を概観した。これらの文学作品は、
独自の発展を遂げて現在に至るが、シンガポール全体としては、このような特異な文学状
況にどのように対処しているのだろうか。次にシンガポールの文学界を支える書店や図書
館、その他の機構に関する諸相を探る。
3. 文学界を支える機構
3.1 書店と図書館
シンガポールに最初にできた書店は、イギリス人ドナルド・ムーア（Donald Moore）が
1947 年に設立したものだった。リー・クアン・ユー（Lee Kuan Yew）の最初の伝記を出版
するなどして当初は繁盛していたが、ムーアが事業を広げすぎたため 1976 年に閉店となっ
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た。
1985 年に古本の貸し出しと販売からスタートした Sunny Bookshop は、後継者が見つか
らず 2014 年に閉店した。EMF Bookstore は 1987 年に営業を開始し、最盛期には６店舗を
持ったが、2014 年に閉店した。1971 年にアメリカで書店を始めた Borders がシンガポー
ルに進出したのは 1997 年のことだ。しかしこれも 2011 年には閉店となった。2006 年に
オープンした Harris 書店は最盛期には７箇所に店を構えるほどだったが、2012 年に閉店
した。2009 年に開店した際は個性的な内装で話題になった Prologue も 2013 年には閉店し
た。2013 年に pop-up store（一定期間で閉店して場所を移す形の店）としてスタートした
Booktique は、やがて常設店を持つようになったが、2017 年に閉店した。逆に 2007 年にス
タートした Page One は、常設店を 2012 年に閉店し、2015 年からは pop-up store として営
業している。
閉店した書店が多いのは、地代の上昇、読者層の減少などのためとされている。しか
し現在も営業している書店ももちろんある。代表的なものとしては 1997 年に営業を開
始した Ethos Books がある。これは独立系書店兼出版社（independent book publisher）とし
て地元の作家の作品集やアンソロジーを刊行している。また 2005 年に設立された Books 
Actually は、書店主のこだわりの詰まった店構えで人気を得ている。2011 年からは地元作
家のための出版社 Math Paper Press も立ち上げた。
そしてシンガポールで一番大きな書店は、実は紀伊国屋書店（Books Kinokuniya）である。
もちろん日本資本の書店であるから日本の書籍を扱っているが、英語や中国語をはじめフ
ランス語やドイツ語の本まで揃えている。1999 年に営業を開始し、本店は 50 万冊を扱う。
ほかに 3 つの支店があり、2014 年からは webstore も始めた。
古書店もいくつかある。代表的なものとして Evernew Book Store, Knowledge Book Centre, 
Sultana Book Store があるほか、GOHD Books が比較的多くの稀覯書を扱っている。また前
述の Books Actually は、新版以外に古本も取り扱う。日本のように複数の古書店にまたが
るサイトはまだないし、Amazon Singapore もない。
図書館としては 1823 年から続く National Library が最も古く大きい。シンガポール全土
にある 26 の public library の中心的存在である。中でも７階から 13 階を占める Lee Kong 
Chian Reference Library には 55 万冊の図書が所蔵されている。日本の国会図書館が図書
だけで 1,000 万冊を蔵していることを考えれば、まだ発展途上であるといえる。ほかに、
1968 年に設置された National Archives が、シンガポールの歴史的資料を揃えている。また、
Orchard の商業施設の上階にある library@Orchard や、劇場の上階にある library@esplanade
などの図書館はモダンな内装を誇り、主に芸術や音楽に興味を持つ若者を惹きつけている。
各図書館では工夫を凝らした展示を行っているが、特に力を入れているイベントは、子
供たちに読む楽しさを知ってもらおうとする Read! Singapore と呼ばれる取り組みだろう。
これは 2005 年から続くイベントだが、著名作家に会って直接話を聞ける meet-the-author 
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sessions という会、本の読み聞かせをする storytelling sessions のほか、さまざまなワーク
ショップが毎月のように開催されている。
図書館の近年の動きとしては、eResources の充実があげられる。これは eCollectios, 
eBooks, eMagazines, eDatabases を包含し、紙媒体からより有用性の高い電子媒体へと移っ
ていこうとする動きである。“From Books To Bytes” と呼ばれるこうした動きは、世界中の
図書館で試みられているが、シンガポールでもいち早くこれに取り組んでいる。
以上のように個性的な書店や図書館がシンガポールの文学界を支えている。若者の本離
れはどの国でも問題視されており、シンガポールも例外ではない。他国に比べて図書をめ
ぐる状況が格段に優れているわけでもない。しかしどの書店にも装丁に工夫を凝らした本
がセンスよく並んでおり、図書館は静かに勉学を続ける学生たちで常にほぼ満席である。
3.2 文学賞
シンガポールには、多くの文学賞がある。まず四つの公用語を対象としたものに、
National Arts Council の Cultural Medallion Awards と Young Artist Award、National Arts Council
と Singapore Press Holdings の NAC-SPH Golden Point Award, National Book Development 
Council of Singapore の Singapore Literature Prize, National University of Singapore の Montblanc-
NUS Centre For The Arts Literary Award がある。中国語文学に対しては、Singapore Literature 
Society の Singapore Chinese Literary Award, ASEAN Literary Award, Literary Appreciation Award
や、Chinese Societies of National University of Singapore and Nanyang Technological University 
and Singapore Hokkien Huay Guan の Singapore Tertiary Chinese Literary Awards, Singapore Press 
Holdings の Golden Lion Award がある。マレー語文学に対しては、Malay Language Council
の Tun Seri Lanang Award と Hadiah Sayembara Persuratan Literature Award がある。タミル語
文学には Singapore Indian Fine Arts Society の Kala Ratna Awards, Association of Singapore Tamil 
Writers の Tamizhavel Award, Indian Artists Association の Cultural Awards, Tamil Murasu の
Singapore-Malaysia Short Story Competition Award といった文学賞がある。
中でも 1972 年に設けられた公用四か国語対象の NBDCS （National Book Development 
Council of Singapore） Book Award は、フィクションおよびノンフィクションに対する文学
賞として大きな影響力を持った。
1991 年には同じ NBDCS により、より大がかりな The Singapore Literature Prize （SLP）が
設定された。小説・短編部門、詩・戯曲部門に分けられ、隔年でそれぞれの賞を決めるの
である。1992 年の最初の小説部門受賞者は Suchen Christine Lim と Tan Mei Ching。翌年の
最初の詩部門受賞者は Desmond Sim、Jeffery T. H. Lee、Paul Tan。戯曲部門受賞者は Haresh 
Sharma と Sim Teow Li に決まった。どの部門も最初の年は英語で執筆する中華系作家が圧
倒的に多かった。
SLP の受賞者には 10,000 シンガポールドル（Winner）、5,000 シンガポールドル（Merit）、
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1,000 シンガポールドル（Commendation）の賞金のほかに彫刻家 Ng Eng Teng によるトロ
フィーが授与された。
このコンテストは 1999 年まで継続したが、この年スポンサーであった SNP Corporation
が、会社の業績不振と応募の先細りを理由に手を引いた。1 年の中断ののち、SLP は 2000
年に新たなスポンサー、オーストラリアに本社を持つ Dymocks Booksellers を得て授賞を
再開した。Dymocks Booksellers は 20 万シンガポールドルを賞のプロモーションのために
寄付し、賞の名称は Dymocks Singapore Literature Prize に変更された。地元の作家を応援す
るため、シンガポール人の（あるいは市民権を持つ）作家の長編小説および短編小説に
限定された。出版自体は地元でも海外でも可とされ、賞金は授与されないが、陶芸作家
Iskandar Jalil によるトロフィーが授与された。しかし、Dymocks Booksellers が 2002 年をもっ
てシンガポールでの営業を停止したため、このリバイバルも短命に終わった。
2004 年、SLP は NBDCS と National Arts Council の資金提供によって再開された。この
年から 2 年ごとの開催となり、対象は公用四か国語のいずれかで書かれたシンガポール人
および市民権保持者の散文および韻文となった。現在は NBDCS がメイン・スポンサーで
あり、National Arts Council と National Library Board の協賛を得ている。賞金は 10,000 シン
ガポールドル。英語部門、中国語部門、マレー語部門、タミル語部門のそれぞれで受賞者
が決まる。2014 年にはノンフィクションも対象に加えられ、詩歌については別枠のカテ
ゴリーが設けられた。
2016 年には 235 作品の応募があった。2012 年に 57 作品、2014 年に 182 作品であった
ことを考えると、応募数は飛躍的に伸びた。作家のすそ野が広がり、それによって頂上が
高められることは、シンガポール文学界にとっての大きな財産となるだろう。次回の授賞
は 2018 年である。各賞が紆余曲折を経てなお維持されているところに、シンガポールの
文学振興への思いが表れている。
一方で、一人の作家が何度も受賞するという現実もある。たとえば Yeng Pway Ngon
は 1987-88 年度の National Book Development Council’s Book Award を受賞し、2003 年には
Cultural Medallion for Literature を受賞した。さらに 2004 年、2008 年、2012 年に Singapore 
Literature Prize を受賞している。もちろんそれはこの作家の才能を証明するものであるが、
他の作家の育成が未だ追いついていないことを表すものとも取れる。
3.3 シンガポール・ライターズ・フェスティバル
1986 年に始まった Singapore Writers Festival は、シンガポールに海外の作家たちを招き、
互いの交流を通じて文学の振興をめざす試みである。開催当初は２年に一度の大会であっ
たが、現在は毎年開かれている。10 日にわたって講演会、ワークショップ、パネルディ
スカッション、パフォーマンスなどが繰り広げられる。
これまでノーベル賞受賞作家の Gao Xingjian,Whitbread Book Award 受賞者の Tash Aw, 英
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国桂冠詩人の Carol Ann Duffy, Nebula 賞受賞者の Neil Gaiman, ピュリッツァー賞受賞者の
Michael Cunningham らが参加した。メイン・スポンサーは National Arts Council であり、協
賛には the Arts House, Books Actually のほか、シンガポール航空、Books Kinokuniya, Kumon
などが名を連ねている。
日本からも何人かの作家が参加している。2011 年には『コンセント』で直木賞候補になっ
た田口ランディが、2015 年には『土の中の子供』で芥川賞を受賞した中村文則が参加した。
2016 年には日本から三人が参加している。『蹴りたい背中』で芥川賞を取った綿矢りさ、
福島県の詩人で詩集『AFTER』で中原中也賞を受賞した和合亮一、Paul Auster などアメリ
カ作家の作品の翻訳で知られる柴田元幸の三人である。彼らは一様にこのフェスティバル
の熱気に感嘆している。
第 20 回目となる 2017 年のフェスティバルは、11 月 3 日から 12 日まで 10 日間にわ
たって開催され、過去最高の延べ 25,500 人を越える聴衆が来場した。日本からの招待作
家は残念ながらいなかったが、今回もピュリッツァー賞を受賞したアメリカの詩人 Rae 
Armantrout をはじめ世界各国から 335 名の詩人・作家・パフォーマーが参加して朗読、講
演、ディベートを行い、来場者と活発な議論を交わした。
いくつか例をあげよう。11 月４日には “Growing up with Sumiko Tan” と題したセッショ
ンで、The Straits Times 紙の人気日系コラムニストがどのように毎週のコラムを書き続け
ているのかを語った。Sumiko Tan は日本人の母親が理解できるような平易な英文を書くこ
とを心がけているという。11 月 5 日には “Not by Bread Alone or Choice” と題したレクチャー
で、30 年以上のキャリアを持つ中華系詩人 Anne Lee Tzu Pheng が、詩を書く際の不安をど
のように克服したかを語った。クリスチャンとして彼女は詩が祈りであると明言した。11
月 12 日の “The Worlds Within and Between Languages”, “All or One?  The Diversity Dilemma”, 
“Can We Get The World To Read Us?” というタイトルのセッションでは、いずれも作品の多
様性とそれに付随する翻訳の問題を、さまざまな国籍の作家たちが語った。
フェスティバルの最後を飾ったディベート “This House Believes that Kiasuism is a Good 
Singaporean Trait” は、チケットが入手困難なほどの人気企画であった。“kiasu” というのは、
「負けるのを恐れる」という意味の福建語に由来するシンガポール英語である。この “kiasu”
精神に支えられてシンガポールは今日の繁栄を達成したのか、今後もこれを維持していく
べきかを考えるディベートであった。八人のスピーカーが賛成と反対に分かれてディベー
トを行い、聴衆を巻きこんでいく。またたく間に満席となった Victoria Theatre の 614 席を
見渡しながら、このような文学や文化を考える企画が、はたして日本でも同じように熱意
を持って迎えられるだろうかと考えさせられた。
2017 年のテーマは “aram”（マレー語で goodness の意）であった。2018 年のテーマもす
でに決まっており、“jie”（中国語で界の意）となる予定である。テーマはこのように、四
つの公用語から選ばれる。フェスティバルの熱気は実に音楽ライブを思わせるほどであり、
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こうした若いエネルギーに支えられて、シンガポールから近い将来、世界的な作品が生ま
れることを予感させるものであった。
4. 今後のシンガポール文学
公用語四か国語で作品が書かれるという状況は、多民族性をアピールするシンガポール
ならではのユニークな状況である。しかし、世界の読者へのアプローチという点では、ど
うしても英語で書かれたものが一歩先んじる。タミル語作家たちの集まりでは、互いが互
いの読者であるばかりだ。ほかの読者はどこにいる、と自嘲ぎみに彼らは問う。
そこで彼らは自作を英語に翻訳してみる。すると、新しい発見がある。作品で訴えたかっ
たことが自分に鮮明に理解できたのは翻訳作業を通してであった、と彼らは述懐する。し
かし同時に、母語で書かれた作品とはやや異なった作品が翻訳によって生まれる、という
現実もある。書き終えてから年月が経ったあとの翻訳作業には、タイムラグの弊害も生じ
る。自分で翻訳しない場合には、良質な翻訳者を得ることの難しさ、頻繁なコミュニケー
ションの煩雑さという問題も当然出てくる。
Deng Feng Tan 編 Living in Babel: Singaporean Literature in Translation （Singapore: Canopy, 
2017）は、これらの問題を含有したまま出版された。ここに収められた最初の作品は
Lee Hui Min による “Growing up in Babel” である。中国語で書かれたこのエッセイは、
Translator Mentorship programme に参加している若手の翻訳者五人によって共訳されてお
り、あくまでも原文に忠実な訳となっている。最後の Tang Jui Piow の “Odyssey” は、上級
の Translators’ Lab の出身者 Xiangyun Lim による翻訳であり、translation というよりも意訳
に近い transcreation となっている。
翻訳にはまた別の問題がつきまとう。タミル語やマレー語で書かれた作品をロンドンや
ニューヨークの大手出版社に持っていき、欧米の読者受けする表紙をつけられてわかりや
すく翻訳され、流通するのを見ているのが「成功」ということになるのだろうか、と作家
は問う。南国といえば椰子の木、パイナップル、鮮やかな色彩の野鳥、素朴な現地人、が
お決まりである。こうしたステレオタイプは、読者がそれを要求する限り、引き続き表紙
の絵になり、帯の推薦文になり続けるのだ。
これは日本文学においても同様である。よしもとばなな著『キッチン』の英訳本（London: 
Faber&Faber, 1993 年版）の表紙に芸者の後ろ姿が描かれているのを見て、私達は愕然とす
る。しかし芸者の後ろ姿に魅かれてこの本を手に取った読者が、『キッチン』に感銘を受
けて、よしもとばななの別の作品を読んでみたいと思うならば、それは商業的には「成功」
と呼べるのかもしれない。
シンガポール文学は、こうしたジレンマを抱えながらも活気に満ちている。今、若い作
家たちの間で話題を集めているのは、e-zine （electric magazine 電子雑誌・メルマガ）、small 
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presses （小出版社）、public recitals （朗読会）、international arts festivals （国際芸術祭）である。
あとの二つに関しては、前述した Singapore Writers’ Festival などですでにその集客力が証
明されている。
E-zine というのは、大手出版社の販売網に頼らず、ネット上で作品を発表し、読者とも
ネット上でつながる、という試みである。すでに世界中でネット出版社は立ち上がってお
り、ネットコミックなどは多くの読者を獲得している。日本でもケイタイ小説が若い読者
の間で流行ったが、ライトノベルのような手軽なものばかりでなく、作者の側にも読者の
側にも高いレベルを要求する文学の土壌が作られつつある。
Small presses は、大手出版社が敬遠するようなマイナー言語の作品を扱うことで、コア
な読者を獲得していこうとする。翻訳にも手を染めるが、複数の翻訳を同時に掲載するな
ど、小出版社ならではの実験的な試みも期待できる。
出版事情は今後加速的に変わっていくだろう。そしてシンガポールはおそらく東南アジ
ア諸国を牽引する力となり得る。近い将来、シンガポールはこれまでになかった作品を生
み出し、斬新な流通システムを通して世界に発信していくものと考える。
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図 1　National Library of Singapore　外観　2017 年 9 月 7 日撮影
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図 2　Singapore Writers’ Festival 最終日のディベートの様子　2017 年 11 月 12 日撮影
図 3　Library @esplanade 映像関係の資料が揃う読書室　2017 年 11 月 24 日撮影
